
世
界
に
誇
る
「
水
月
湖
年
縞
」

　

三
方
五
湖
の
５
つ
の
湖
の
中
で

最
も
大
き
い
水す

い

げ

つ

こ

月
湖
。
そ
の
湖
の
下

に
あ
る
縞し

ま

模
様
の
堆
積
物
が
「
年ね

ん

縞こ

う

」
で
す
。

　

年
縞
の
縞
模
様
は
、
プ
ラ
ン
ク
ト

ン
と
黄
砂
の
よ
う
に
、
異
な
る
物

質
が
交
互
に
積
み
重
な
っ
て
作
ら

れ
ま
す
。
１
年
間
に
で
き
る
縞
の
幅

は
、
わ
ず
か
０
・
５
～
１
ミ
リ
メ
ー

ト
ル
。
水
月
湖
年
縞
は
、
７
万
年
も

の
年
月
を
か
け
て
作
ら
れ
、
そ
の
長

さ
は
45
メ
ー
ト
ル
に
も
及
び
ま
す
。

　

年
縞
を
解
析
す
る
と
、
当
時
の

自
然
環
境
や
自
然
災
害
を
知
る
こ

と
が
で
き
る
ほ
か
、
化
石
や
文
化

財
な
ど
の
年
代
を
特
定
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
７
万
年
分
と
い
う
、

世
界
で
も
類
を
見
な
い
長
さ
の
水

月
湖
年
縞
は
、
平
成
24
年
に
「
世
界

標
準
の
も
の
さ
し
」
と
し
て
認
め
ら

れ
、
現
在
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い

ま
す
。

◇
年
縞
の
価
値
を
知
ろ
う

　

７
月
に
、
年
縞
に
つ
い
て
の
特

別
授
業
を
若
狭
高
校
と
高
志
高
校

で
行
い
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
、
年

縞
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
立
命

館
大
学
の
中
川
毅
教
授
か
ら
、
水

月
湖
年
縞
が
世
界
に
認
め
ら
れ
る

ま
で
の
軌
跡
を
学
ん
だ
の
ち
、
年

縞
に
含
ま
れ
る
花
粉
を
顕
微
鏡
で

観
察
。
年
縞
へ
の
理
解
を
深
め
ま

し
た
。

　

９
月
に
は
、
水
月
湖
年
縞
の
価

値
を
世
界
に
発
信
す
る
た
め
の
国

際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

国
内
外
の
研
究
者
が
、
年
縞
の
保

全
や
教
育
・
観
光
分
野
で
の
活
用

法
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
ま
す
。

水
月
湖
年
縞
の
世
界
的
価
値
を
知

る
良
い
機
会
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

　

現
在
、
三
方
湖
畔
で
「
年
縞
研
究

展
示
施
設
（
仮
称
）
」
の
整
備
を
進

め
て
い
ま
す
。
開
館
は
平
成
30
年
度

を
予
定
。
水
月
湖
年
縞
の
研
究
を

進
め
る
ほ
か
、
教
育
や
観
光
の
拠
点

と
し
て
、
年
縞
の
価
値
を
国
内
外
に

発
信
す
る
施
設
に
し
ま
す
。

「
学
び
の
森
」で
自
然
体
験

　

楽
し
み
な
が
ら
自
然
に
触
れ
、

親
し
み
、
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
里
山

「
福
井
ふ
る
さ
と
学
び
の
森
」
。
平

成
26
年
に
若
狭
町
気き

や

ま山
の
森
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
、
現
在
は
33
か
所
ま

で
拡
大
。
県
内
す
べ
て
の
市
町
に
整

備
し
ま
し
た
。

　

学
び
の
森
で
は
、
生
き
物
観

察
や
間
伐
体
験
、
植
物
を
使
っ
た

ゲ
ー
ム
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
、
年
間

を
通
し
て
開
催
。
里
山
の
恵
み
を

気
軽
に
体
感
で
き
る
環
境
教
育
の

場
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
に
、
約
９
千

人
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

　

里
山
が
よ
り
豊
か
に
な
る
秋
に

も
、
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

里
山
里
海
湖
の
保
全
を
考
え
る

　

里
山
里
海
湖
の
保
全
を
考
え
る

市
民
や
学
生
、
研
究
者
な
ど
が
参

加
す
る
「
自
然
再
生
学
会
全
国
大

会
」
。
第
８
回
と
な
る
今
年
は
、
県

の
誘
致
に
よ
り
、
６
月
に
敦
賀
市

内
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
国
か
ら
集
ま
っ
た
自
然
環
境

保
全
団
体
が
、
自
然
再
生
活
動
を
通

じ
た
地
域
づ
く
り
や
そ
の
成
果
を

発
表
。
福
井
県
の
参
加
者
は
、
絶
滅

危
惧
種
を
含
む
約
３
千
種
の
動
植

物
が
生
息
す
る
中な

か

い

け

み

池
見
湿
地
（
敦
賀

市
）
の
保
全
活
動
や
、
里
山
里
海
湖

研
究
所
（
若
狭
町
）
が
行
っ
て
い
る

環
境
教
育
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

現
地
視
察
に
は
約
30
名
が
参

加
。
中
池
見
湿
地
を
訪
れ
、
湿
地
植

物
の
保
全
や
、
ア
メ
リ
カ
ザ
リ
ガ

ニ
な
ど
の
外
来
生
物
を
駆
除
す
る

方
法
に
つ
い
て
議
論
し
ま
し
た
。

ま
た
、
気
比
の
松
原
で
は
、
マ
ツ
が

健
全
に
育
つ
た
め
に
欠
か
せ
な
い

「
松
葉
か
き
」
を
体
験
。
自
然
再
生

の
大
切
さ
と
難
し
さ
を
体
感
し
ま

し
た
。

コ
ウ
ノ
ト
リ
が
舞
う
里
山
を
守
る

　

県
で
は
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
を
自
然

再
生
の
シ
ン
ボ
ル
と
位
置
づ
け
、
豊

か
な
自
然
環
境
づ
く
り
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

　

無
農
薬
で
の
米
作
り
や
、
田
ん

ぼ
と
水
路
を
魚
が
行
き
交
う
た
め

の
水
田
魚
道
の
整
備
な
ど
、
生
き

も
の
が
豊
か
な
里
づ
く
り
を
行
っ

て
い
る
地
域
を
「
生
き
物
ぎ
ょ
う
さ

ん
里
村
」
と
し
て
、
そ
の
活
動
を
支

援
。
こ
れ
ま
で
に
47
地
域
・
団
体
を

認
定
し
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
か
ら
は
、
越
前
市
白し

ら

山や

ま

地
区
で
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
飼
育
繁

殖
を
行
い
、
昨
年
ま
で
に
５
羽
の
コ

ウ
ノ
ト
リ
が
誕
生
。
う
ち
４
羽
（
げ

ん
き
く
ん
、
ゆ
め
ち
ゃ
ん
、
た
か
ら

く
ん
、
さ
き
ち
ゃ
ん
）
を
野
外
に
放

鳥
し
ま
し
た
。

　

今
年
５
月
に
は
、
46
年
前
に
越

前
市
で
保
護
さ
れ
た
く
ち
ば
し
の

折
れ
た
コ
ウ
ノ
ト
リ
「
武
生
（
愛

称
・
コ
ウ
ち
ゃ
ん
）
」
の
孫
が
誕
生
。

２
羽
の
ヒ
ナ
は
、
お
と
な
と
同
じ

大
き
さ
ま
で
成
長
し
、
巣
か
ら
出

て
自
分
で
エ
サ
を
捕
る
な
ど
、
順

調
に
育
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
愛
称

を
決
定
し
、
放
鳥
す
る
予
定
で
す
。

　
　
問
自
然
環
境
課

　
　

☎
０
７
７
６
‐
２
０
‐
０
３
０
６

　
　

FAX
０
７
７
６
‐
２
０
‐
０
６
３
５

知事   西川 一誠

　身近な自然や森林資源を活用した学校での体験学習について、全国の小学生が

発表や意見交換を行う「学校の森・子どもサミット」を来年7月に県内で開催すること

が決定しました。福井ふるさと学びの森での自然観察や、久々子湖でのシジミ採りな

ど、森と湖での活動を県内外の子どもたちに体験してもらい、豊かな里山里海湖を生

かした福井の優れた環境教育を全国にＰＲします。

知事コラム

学
び
・
守
る 

ふ
く
い
の
里

さ

と

　
や

ま

　
さ

と

　
う

　

　
み

　

山
里
海
湖

    

～ 

豊
か
な
環
境
・
す
ぐ
れ
た
風
景
を
次
の
世
代
に 

～

特 集

今年生まれたヒナ

中池見湿地の視察

年縞の特別授業（若狭高校）

水月湖年縞 国際シンポジウム

9月17日(日)  

13時30分～16時

所 県国際交流会館（福井市宝永）

定 300名（事前申込）

受 9月11日(月)まで

問 自然環境課  

☎0776-20-0305

秋の里山散策と里山の恵み工作体験

10月15日（日）　9時～12時

所 若狭町気山

対 小学生以上　料 50円　受 10月13日(金)まで

里山整備と里山の恵み料理体験

11月19日（日）　9時30分～13時

所 若狭町気山

対 小学生以上　料 50円　受 11月17日(金)まで

秋の森で出会う木の実と虫たち（森のようちえん学校）

9月23日（土・祝）　11時～12時、13時15分～14時15分

所 自然保護センター（大野市南六呂師）周辺

料 無料　申込み不要

秋の森散策とサツマイモ堀り＆たき火で焼き芋

9月30日（土）   9時～12時30分

所 あわら市波松（波松民有林）

定 先着30名　料 50円　受 9月28日（木）まで

福井ふるさと学びの森 秋の自然体験イベント  お申込みは  里山里海湖研究所   ☎0770-45-3580  FAX45-3680

水月湖年縞

火山噴火

洪水
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